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小倉遊亀 画集 11磨 針峠1947年(昭22)

フルーツパフェ事件(?)が ある。それは

年長者の方を囲んで20数 名 くらいであったと

思 うが、二次会を兼ねて喫茶店に入った時の

ことである。注文 は、こぶ茶1名 、コーヒー

が1名 、その他の者 はすべてフルーツパフェ

であった。フルーツパフェに集中 したのは、

年長者の方がフルーッパフェを注文 したから

である。この時のメンバーは私を除いてすべ

て男性であった。い くっものテーブルを占領

して背広を着た男性たちが並んでフルーツパ

フェに対 している様はまさに"偉 観"で あっ

た。二次会の注文までも上に倣えをする或い

はしなければな らない不文律が、そこには、

私の"ま わり"に は存在していた。

あれはひょっとしていわゆる、あ くまでも

いわゆるであるが 「男の論理」 というもの

だったのかしらと、後になって考えた。私よ

り上の世代の女性たちは、この 「男の論理」

に真っ向から立ち向かって道を切 り開いてく

れたので、お陰で私たちの世代は先輩の女性

たち程の苦労をせずに済んでいる、……よう

である。確かにそのようであるが……。因み
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に、フルーツパ フェ事件における私は当事者

ではな く、あくまで も、第三者であった。

女 と男……どちらが主でどちらが従か、ど

ちらが優でどち らが劣か、若さは女 ・男の価

値を決める場合の重要な基準 となり得 るのか

……愚問である。愚問である筈なのに、 この

愚問に私たちは無意識のうちに無意識の答え

を出 してその答えに囚われているように思わ

れる。例えば、自己の優位性を男性であると

いうことのみにおいている人がいる。また、

一方、女 の 「敵」は男であ る……とい うの

も、ある意味で囚われている。

札幌タクシー事件(?)が ある。札幌のあ

るタクシーの運転手さんがバァバァ、オバ

ン、オナゴの定義を して くれた。降 りてから

同乗者の女性が 「運転手さんに抗議をすべ き

であった。」 と、笑いなが ら彼の定義に耳を

傾けていた私を暗に批判 した。すると、 もう
一人の同乗者であった女性が言 った。「彼の考

えを変えるには北海道を一緒に一周 したって

無理 じゃない?」 あとで この事を別の女性に

私がまた笑 いなが ら話をすると、「女がそうい

うことを許 して い るか らダメなのよ ッ。」

と、きっいお叱 りを受けて しまった。確かに

運転手さんの定義には首肯で きない、男性か

ら見た男性 に都合の良い女性の定義であった

のだか ら。 しか し、「運転手さん、それおか し
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い で す よ 。 な ぜ な ら… … 」 と い うよ うな こ と

を 、 タ ク シー の 中で しか も ほん の数 分 前 に初

め て 顔 を あ わ せ た人 に話 を す る程 、 私 は、 お

そ ら く"誠 実"で は ・な ・い と思 う。

私の担当 している秘書コースは受講生が女

性 ・男性半 々で、時折女性 ・男性についての

話 し合いを持つが、ある日女性が働き続ける

ことにっいてどう思うか訊ねた。大多数の学

生は女性 も働き続けるべきであるという。 し

か し一人の男子学生 は絶対に自分の奥さんは

働かせないと主張 した。後で彼の レポー トを

読むと、彼の母親は仕事か ら帰 ると疲れたと

言 っては家事 もしないで寝て しまう、父親が

少 しは家の中のこともやれ と言 うと、私だっ

て働いているのよと言い返す、やはり女は家

にいて家事に専念すべきである、働 く女性 と

は絶対 に僕は結婚 しない、 と従来か らの性別

役割分担を主張していた。

人間にとって初めてこの世で接する同性異

性は、母親であり父親であり、彼女 らがどの

ような生き方をしているか、換言すればどの

ような女と男の付き合い方を しているか、そ

れが子供に与える影響は大 きいのだ、という

ことを今更ながら痛感すると同時に、人間の

意識を変えることは、タクシーの運転手 さん

の場合ではないが、一朝一夕 には成 し得 な

い、どの くらいの時間を掛ければいいのかと

考えて しまう。

ただ私は、……でなければいけないという

ことではなく、……という選択肢 もあるが、

……という選択肢 もある、自分はこの選択肢

を選んだが他はほかの選択肢を選んだ、そう

いう場合、その事実は尊重 されてもいいので

はないか、っまり他者の選択を一旦 は自分の

中に受け容れるという姿勢は大切なことで、

自己の選択だけが唯一ではないという事実を

もっと認める努力を したほうがいいのではな

いかと思 っている。rもしわれわれがもはやイ

デオロギーや政治的なカ リスマに象徴される

単一的な大 きなモラルに頼るのではなく、む



しろひとりひとりの人間が自分の特異性に応

じてみずからの小さなモラルを確立 しなけれ

ばな らない時代 に入 りっっあ るのだ とすれ

ば、……まさにモラルとは自由の確立ではな

く、他者の認識であり、他者の忍耐である…

…それは、無数の異なったモラルの共存とい

う不思議な時代への先駆けなのである。」(小

林康夫 ・日本経済新聞平成4年2月8日 朝

刊)と いう指摘 は妥当である。

個の確立は他の確立であり、他の確立な し

に個の確立はない、 しか しなが ら、人間は他

を認めるということに、特に男性が女性を認

めるということに激 しい苦痛を感ずるようで

ある。

先程の男子学生には、母親である女性の、

私だって働いているのよ、 という叫びは何を

意味 しているのか、息子である男性 ・彼は考

えて欲 しいと思 うし、それを考えるための材

料をどれ くらい提示することができるか、教

員であり女性である私の責任ではないかと、

彼のレポー トを読みなが ら考えた。

さて、フルーツパフェ事件を述べる際男の

論理 という言葉を使ったが、論理 に男 とか女

とか性的区別があるのだろうか。また、男は

論理的であるが女は論理的ではない、なぜな

ら女は子宮で ものを考えるからである、 とい

うことがかって言われた、現に今も言われて

いるかもしれないが。私は論理に性的区別は

ないと思うが、ただ女は子宮でものを考える

と言 った人は"素 晴らしい"と 思う。 この女

性子宮思考説に対 して、女性を侮辱するもの

であるという批判がなされるがそれは間違い

である。子宮でどうやって考えるのか、まさ

に至難のわざというべきであるのに、女には

それができると言 う、女は子宮でものを考え

るということは女性蔑視ではなく女性に対す

る過大"評 価"で あると理解 した方がむしろ

いいのではないか とす ら思 う。

また、「今 日彼女は機嫌が悪いよ」あるいは

「また彼女が ヒスをおこすか ら」など、 とか

く女性は感情的であると言われ る。確かにそ

のような見方をされても致し方ないかなと思

われるところもあるが、 しか し私の短い男性

観察歴(20年+α 年)に 基づいて考えるな ら

ば、男性 もかなり感情的である。否む しろ男

性の感情的は女性のそれに比して、ふ ・か ・

い持続性を有 していることが多い。っまり、

感情的とい うことにおいては女性 も男性 もな

くただ具現法に差異があるだけである、男性

は感情の具現においてかなりトレーニ ングさ

れている、と思 う。女性が職場で活躍す る期

間が長 くなり、女性 と男性の共存が うまく図

られるようになれば、女男の平等という`擬

制"が 喪失するならば、女性の感情具現 もお

そ らく変わ らざるを得ない、従来のような方

法では対応できなくなると思われる。

女性 と男性のかなり愚問に囚われたことを

述べてきたが、本来 は 「自己理解 ・対人認

知」 とい う意識の下にあるべ きと考えてい

る。女男の性差の前に自己他者の別がある、

自己理解は個の確立を図り、対人認知は他者

認知 ・他の確立を認めることである。まず こ

こで蹟 くと、女性男性の関係はもちろん同性

間の関係 も歪んだ ものになってしまう。国際

化、国際化 と叫ばれ る昨今であるが、これに

しても同様である。個人 も国家 も根底にある

のは、「自己(自 国)理 解 と他者(他 国)の 認

知」である。すなわ ちこれより 「礼」は生

ずる。

しか し、小倉遊亀ほどに人間修養に励むで
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もな く、塩野七生のよ うな史観 もなく、1・

S・ ガー ドナーほどの財 も行動力もなく、た

だただ小 さき人間の私 はseinとsollenの 狭間

で悩み、原始社会の変革の際に重要な役割を

果た したといわれる トリックスター(道 化の

神)の 出現を待つのみ、である。
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トリックスターと しての野兎:道 化の民俗学(山 口昌男)

風は己れの音を聴 き雪己れの色を視る

いつれ非情の顔っきのまま

おのれより絶えずおのれを放逐 し愛貌 し

否定 しかっ敗北す

齊藤史 「うたのゆくへ」より

塩野七生 「チェーザ レ・ボルジアあるいは

優雅なる冷酷」新潮社

「コンスタンティノープルの陥落」

新潮社

山口昌男 「道化的世界」筑摩書房

「道化の民俗学」新潮社

(秘書学 ・私法学専攻)

ト リ ッ ク ス タ ー 神 「エ シ ュ」 の 像(Frobenius):道 化 の 民 俗 学(山 口 昌 男)
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